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E 29 現代日本の住宅における食事炊事生活の形成にあらわれた連続性と変化

　　　　の実証的研究　大阪を中心とした地域の都市部における独立住宅の住宅内部の空間のくみ

　　　　たてられかたとその成立過程を中心に　その１　研究のわくぐみ

　　　　　大阪工大建築　○塩谷寿翁　河合祐

　　　　　日本女大家政　沖田富美子　鈴木淳子　熊本女大生活科学　亀山春

　目的：現代日本の住居空間における食事炊事空間のくみたてられかたとその使われかた

のしくみは、1950年代の後半以降の時期にいちじるしく変わってきている､ようである。こ

の研究は、新旧の住生活の諸要素が併存されるもとですすんだとみられる食事炊事生活の

変化と住居空間の形成とのかかわりかたをとらえて、そこにあらわれた連続性と変化とを

追究しようとするものである。またその生活的な意味を明確にすることを期して、食事炊

事にかんする物質文化すなわち台所および台所用品にあらわれた生活文化を統合してとら

える視点をもち住居空間と食事炊事生活の諸要素との相互関連をさぐろうとする。

　研究の経緯と本報告の内容・方法：これまで、以後に展開する研究への仮説の定立をは

かるための試行的な研究をおこなっている。それは表記の都市部の住宅の実態調査（1)でえ

られた結果の一部をもとに、①食事炊事に関係する住宅内部の空間のくみたてられかたと

つかわれかたのしくみ、②日常の住宅内での生活と食事炊事生活との関係、③食事炊事の

しかた、を1950年代と80年代とで比較するものである。また④日常の家族生活における食

事（献立）の型をみいだし、⑤それらの献立の調理の過程とそれにつかわれる道具類（食器･

調理器具類〉との関係をとらえようとしたものである。この報告（その1～その4）はその第一

報であり、おもにうえの①④⑤の概要をのべる。注（1）1-現代住宅の住まい方と食生活にかんす

る調査」を1987年6～7月に実施（内容は略す)。対象は大阪工業大学建築学科の学生の家族120世帯。この報告は

都市部（人口集中地区) に位置する独立建ての専用住宅のうち分析が可能になった85戸を対象にしている。

E 30 　･現代日本の住宅における食事炊事生活の形成にあらわれた連続性と変化

の実証的研究　大阪を中心とした地域の都市部における独立住宅の住宅内部の空間のくみ

たてられかたとその成立過程を中心に　その２　食事炊事空間のくみたてられかた

と使われかた　　大阪工大建築　塩谷寿翁　河合祐

　　　　　日本女大家政　沖田富美子　○鈴木淳子　熊本女大生活科学　亀山春
　はじめに：本報はその１につづくものである。ここでは対象住宅の食事炊事空間のくみ
たてられかたと使われかたにあらわれたしくみとその変化を説明する。
　結果の要約：①対象住宅の平面のくみたてられかたは、おもに家族生活および日常の接
客生活におうじてつかうことを予定してもうけられているとかんがえられる部屋の配列の
されかたにつよく関係している。すなわち一階部分のおおくの部屋は、食事室兼台所およ
び玄関に直接つながるようにもうけられている。またこれらの部屋は50年代にくらべて増
えている。なかでも日常の接客生活に対応してもうけられているとみられる部屋はいちじ
るしく増加している。②その型式は、食事室兼台所を中心に部屋が配列されるくみたてら
れかたが典型となっており、それらの部屋の配列のされかたは年次をおってえらばれる傾
向にある。③家族生活におうじてつかわれている食事室兼台所につながる部屋では、家族
にとってオモテ向きの生活とウチ向きの生活とが空間的にみて混在するような使われかた
がみとめられる。また慨してみればこの使われかたは、住宅規模および住宅内部の空間の
くみたてられかたにかかわらずに一般的にみられ右。④しかしながら食事室兼台所は家族
の生活にのみ対応してつかわれており、接客行為はこれに混在していない。接客行為およ
び個人(夫婦)の生活行為は食事室兼台所に直接つながる部屋にとどまっており、食事室
兼台所は家族にとってウチ向きの生活の場としてたもたれているのである。


